
1

序
　
文

１　

は
じ
め
に

文
化
は
冷
戦
の
武
器
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、脱
植
民
地
化
や
近
代
国
民
国
家
の
形
成
が
冷
戦
構
造
の
中
で
進
ん
だ
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、文

学
、
映
画
、
大
衆
音
楽
、
若
者
文
化
を
含
め
た
広
義
の
「
文
化
」
が
、
政
治
的
・
文
化
的
・
社
会
的
機
能
を
い
か
に
果
た
し
た
の
か
と
い
う

点
に
注
目
し
た
議
論
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
終
盤
以
降
、
急
速
に
進
ん
だ
冷
戦
期
文
化
研
究
に
お
い
て
、
当
初
は
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
西
の
冷
戦
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
文
化
冷
戦
の
展
開
に
強
い
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
東
の

冷
戦
前
線
で
あ
る
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
相
対
的
に
注
目
度
が
低
い
時
期
が
長
か
っ
た
が
、
こ
と
に
こ
の
一
〇
年
で
、
諸

国
で
充
実
し
た
研
究
成
果
が
積
み
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
研
究
者
が
、
東
ア
ジ
ア
の
他
国
の
冷
戦
文
化
に
つ
い
て

情
報
を
得
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
英
語
で
書
か
れ
た
研
究
を
通
し
て
の
み
、
東
ア
ジ
ア
他
国
の
文
化
冷
戦
に
つ
い
て
知
る
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2

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
、
冷
戦
の
遺
制
の
な
か
に
私
た
ち
は
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
特
に

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
影
響
の
色
濃
い
東
ア
ジ
ア
冷
戦
文
化
の
系
譜
学
に
注
目
す
る
本
書
は
、
最
新
の
研
究
動
向
を
形
作
り
た
い
と
い
う
願
い

を
持
ち
つ
つ
、
翻
訳
論
文
七
本
を
含
め
、
日
本
語
論
文
集
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
も
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。

本
書
は
、
各
章
個
別
に
、
あ
る
い
は
複
数
章
の
連
鎖
・
連
合
・
化
学
反
応
に
よ
り
、
文
化
冷
戦
の
イ
ン
タ
ー
ア
ジ
ア
な
展
開
を
考
察
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
冷
戦
文
化
研
究
に
接
続
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
冷
戦
文
化
外
交
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
東
ア
ジ
ア
各
国

と
の
あ
い
だ
で
個
別
的
・
局
地
的
に
展
開
さ
れ
た
場
合
も
あ
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
全
体
を
冷
戦
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
形
成
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
・
圏
域

と
す
る
地
政
学
的
発
想
に
基
づ
き
、
各
国
を
横
断
し
、
連
関
さ
せ
、
交
差
さ
せ
る
形
で
実
行
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
。
冷
戦
期
の
文
化
政
策
上

の
企
画
は
、
と
き
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
協
同
を
、
と
き
に
競
合
敵
対
を
導
き
だ
す
こ
と
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
覇
権
を
維
持
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
覇
権
に
対
し
て
批
判
的
検
証
を
行
う
た
め
に
は
、
東
ア
ジ
ア
冷
戦
文
化
や
複
数
の
冷
戦
文
化

企
画
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
を
共
有
し
、
文
化
冷
戦
を
イ
ン
タ
ー
ア
ジ
ア
な
視
座
か
ら
も
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

時
間
軸
と
し
て
は
、
本
書
は
一
九
四
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
○
年
代
の
冷
戦
前
期
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
、
一
九
三
○
年
代
か
ら
冷
戦
体

制
崩
壊
の
時
期
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
副
題
に
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
一
九
四
五
年
を
跨
境
し
た
研
究
で
あ
り
、
一
九
四
五
年
以
前
と
以
降

の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
の
、
断
絶
で
は
な
く
、
反
復
性
・
連
続
性
・
再
活
用
面
に
注
目
す
る
貫
戦
史
的
な
視
点
を
採
用
す
る
。
文
化
冷

戦
に
携
わ
っ
た
ひ
と
び
と
の
多
く
が
、
一
九
四
五
年
以
前
に
生
ま
れ
、
教
育
を
受
け
、
人
格
を
形
成
し
た
と
い
う
事
実
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て

も
、
一
九
四
五
年
以
前
の
文
化
政
治
と
冷
戦
文
化
政
治
と
の
諸
関
係
に
注
目
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
個
別
の
章

に
よ
り
、
あ
る
い
は
本
書
全
体
の
連
鎖
に
よ
り
、
一
九
四
五
年
を
以
前
の
過
去
と
は
断
絶
し
た
新
し
い
始
ま
り
と
す
る
よ
う
な
史
観
に
よ
っ

て
、
隠
蔽
さ
れ
忘
却
に
追
い
込
ま
れ
て
き
た
記
憶
を
呼
び
戻
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

本
書
は
、
日
本
学
術
振
興
会　

基
盤
研
究 （
Ｂ
）「
一
九
四
五
年
を
跨
境
し
て

│
ア
ジ
ア
に
お
け
る
英
米
文
学
教
育
の
ジ
オ
ポ
リ
テ
ィ
ッ

ク
ス
」
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
一
九
四
五
年
以
前
の
ア
ジ
ア
で
英
米
文
学
研
究
・
教
育
に
携
わ
っ
た
ひ
と
び
と
が
、
一
九
四
五
年
以
降
に

ど
の
よ
う
な
道
を
歩
ん
だ
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
覇
権
下
で
の
文
化
冷
戦
・
冷
戦
文
化
と
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
結
ぶ
の
か
を
考

察
す
る
こ
と
、
一
九
四
五
年
を
断
絶
線
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
跨
境
し
て
連
続
・
反
復
・
継
承
さ
れ
た
事
象
を
明
ら
か
に
す
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序　文

る
こ
と
が
、
出
発
点
に
お
け
る
課
題
で
あ
っ
た
。

当
初
は
帝
国
日
本
と
そ
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
ア
ジ
ア
に
お
け
る
英
語
文
学
・
文
化
・
教
育
関
係
者
の
、
一
九
四
五
年
を
横
断
す
る
軌
跡

を
研
究
対
象
と
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
鏡
と
し
て
形
成
さ
れ
た
ア
ジ
ア
国
民
文
化
・
文
学
・
教
育
と
そ
の
関
係
者
に
ま
で
視
野
を
拡
大
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
一
九
四
五
年
以
前
、
少
数
の
教
育
エ
リ
ー
ト
の
占
有
物
で
あ
っ
た
英
語
文
学
・
文
化
・
教
育
は
、
一
九
四
五
年
以
降
ア
メ
リ

カ
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
伝
達
媒
体
と
し
て
大
衆
化
さ
れ
、
映
画
・
音
楽
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
の
対
抗
・
交
渉
・

融
合
を
通
じ
て
、
そ
の
形
と
意
義
を
変
容
さ
せ
て
い
く
。
文
学
な
ど
の
ハ
イ
ブ
ラ
ウ
文
化
と
、
コ
ミ
ッ
ク
ス
・
音
楽
・
映
画
な
ど
の
大
衆
文

化
と
の
あ
い
だ
の
文
化
序
列
を
再
考
す
る
こ
と
も
ま
た
、
課
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。

二
○
一
八
年
八
月
、
成
均
館
大
学
校
（
韓
国
）
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
事
業
団
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
国
際
学
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
メ
リ
カ
問
題
、

東
ア
ジ
ア
冷
戦
文
化
研
究
の
現
状
と
課
題
」
が
、
こ
の
展
開
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。
冷
戦
文
化
研
究
の
豊
か
な
蓄
積
を
も
つ
韓

国
研
究
者
と
の
対
話
を
通
し
て
、
文
化
冷
戦
を
イ
ン
タ
ー
ア
ジ
ア
な
視
点
で
捉
え
る
必
要
性
と
可
能
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

経
緯
を
経
て
編
成
さ
れ
た
本
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ア
ジ
ア
と
い
う
視
点
を
加
え
な
が
ら
、
時
間
・
地
理
・
国
家
・
ジ
ャ
ン
ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
横

断
す
る
。

２　

先
行
研
究
の
検
討

本
書
の
視
座
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
、
先
行
す
る
学
問
上
の
流
れ
は
い
く
つ
か
あ
る
。
日
本
に
関
し
て
言
え
ば
、
ひ
と
つ
に
は
、
英
米
圏

で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
調
査
に
基
づ
い
た
冷
戦
期
の
文
化
と
政
策
に
関
す
る
諸
研
究
に
応
答
し
て
行
わ
れ
て
き
た
、
冷
戦
期
文
化
政
策
に
関
す
る

研
究
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
中
で
特
に
日
本
に
お
け
る
英
米
文
学
を
帝
国
時
代
、
戦
間
期
、
戦
後
と
国
際
的
な
地
政
学
を
念
頭
に
置
い
て
分
析

す
る
研
究
が
出
て
き
た
。

ま
ず
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
文
化
冷
戦
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、
松
田
武
『
戦
後
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
』1

＊

、
渡
辺

靖
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
セ
ン
タ
ー
』2

＊

、
土
屋
由
香
『
親
米
日
本
の
構
築

│
ア
メ
リ
カ
の
対
日
情
報
・
教
育
政
策
と
日
本
占
領
』3

＊

、
貴
志
俊
彦
・
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土
屋
由
香
（
編
）『
文
化
冷
戦
の
時
代
』4

＊ 

な
ど
が
、
文
化
冷
戦
の
枠
組
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
枠
組
に
お
い
て
、
具
体
的
な
側
面
に

着
目
し
た
研
究
も
分
厚
く
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。
映
像
・
音
声
メ
デ
ィ
ア
に
関
し
て
は
、
谷
川
健
司
『
ア
メ
リ
カ
映
画
と
占
領
政
策
』5

＊

、
土

屋
由
香
・
吉
見
俊
哉
（
編
）『
占
領
す
る
目
・
占
領
す
る
声

│
Ｃ
Ｉ
Ｅ
／
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
映
画
と
Ｖ
Ｏ
Ａ
ラ
ジ
オ
』6

＊

、
人
物
交
流
含
め
た
文
化
外

交
を
概
観
し
た
藤
田
文
子
『
ア
メ
リ
カ
文
化
外
交
と
日
本

│
冷
戦
期
の
文
化
と
人
の
交
流
』7

＊

、
土
屋
由
香
『
文
化
冷
戦
と
科
学
技
術

│

ア
メ
リ
カ
の
対
外
情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ア
ジ
ア
』8

＊ 

な
ど
に
お
い
て
、
著
し
い
研
究
の
進
展
が
見
ら
れ
た
。
金
志
映
『
日
本
文
学
の
〈
戦
後
〉

と
変
奏
さ
れ
る
〈
ア
メ
リ
カ
〉

│
占
領
か
ら
文
化
冷
戦
の
時
代
へ
』9

＊ 

で
は
、文
学
領
域
に
お
け
る
文
化
冷
戦
の
事
例
と
し
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
財
団
創
作
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
渡
米
し
た
日
本
人
文
学
者
の
諸
例
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
小
出
い
ず
み
『
日
米
交
流
史
の
中
の
福
田
な
を

み

│
「
外
国
研
究
」
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
』10

＊ 

は
、
日
米
交
流
・
図
書
館
行
政
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
交
錯
を
明
ら
か
に
す
る
、
研
究
の
最
前
線

で
あ
る
。

日
本
を
対
象
と
し
た
文
化
政
策
で
目
立
つ
の
は
文
学
を
含
め
た
ア
メ
リ
カ
文
化
の
導
入
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
再
検
討
を
支
え
る
研
究
の
流

れ
と
し
て
、
英
米
圏
で
一
九
九
〇
年
代
以
降
進
ん
だ
研
究
が
あ
る
が
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）、
時
期
的
に
重
な
り
合
う
日
本
で
の
再

考
の
潮
流
も
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
ず
日
本
に
お
い
て
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
験
し
な
が
ら
冷
戦
期
の
文
化
政
策
の
な
か
で
研
究

を
行
っ
て
き
た
世
代
が
、
冷
戦
期
末
期
に
あ
る
程
度
み
ず
か
ら
を
相
対
化
し
え
る
視
座
を
得
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
文
化
政
策
を
、
と

り
わ
け
英
米
文
学
の
受
容
と
い
う
点
か
ら
振
り
返
る
著
作
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
冷
戦
期
文
化
研
究
の
先

駆
け
で
あ
る
と
と
も
に
、
批
判
的
に
検
討
す
る
べ
き
貴
重
な
史
料
で
も
あ
る
。
佐
伯
彰
一
『
日
米
関
係
の
な
か
の
文
学
』11

＊

は
、
環
太
平
洋
的

視
座
か
ら
、
日
本
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
文
学
が
も
っ
た
歴
史
的
・
文
化
的
・
政
治
的
関
係
を
そ
の
渦
中
に
い
た
立
場
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

一
九
七
七
年
か
ら
一
九
九
五
年
に
か
け
て
東
京
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
が
刊
行
し
た
、「
先
生
に
聞
く
」
シ
リ
ー
ズ
も
ま
た
同
様

の
価
値
を
持
つ
。
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
研
究
を
率
い
て
き
た
清
水
博
、
高
木
八
尺
、
中
屋
健
一
、
西
川
正
身
、
松
本
重
治
、
大
橋
吉
之
輔
、
大

橋
健
三
郎
と
い
っ
た
研
究
者
が
、
戦
後
、
一
定
の
複
雑
な
思
い
を
抱
え
な
が
ら
も
大
使
館
そ
の
他
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
研
究
に
乗
り
出
し

た
過
程
を
伝
え
る
一
級
の
史
料
で
あ
る

12
＊

。
帝
国
日
本
に
お
け
る
英
文
学
の
地
政
学
的
研
究
と
し
て
は
、
齋
藤
一
『
帝
国
日
本
の
英
文
学
』13

＊

、
お

よ
び
戦
時
に
つ
い
て
は
宮
崎
芳
三
『
太
平
洋
戦
争
と
英
文
学
者
』14

＊

が
あ
る
。
敗
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
日
本
人
再
教
育
・
民
主
化
プ
ロ
グ
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序　文

ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
米
英
文
学
を
中
心
と
す
る
文
学
の
読
書
が
勧
め
ら
れ
た
。
そ
の
源
泉
を
ア
メ
リ
カ
南
部
知
識
人
の
ニ
ュ
ー
ク
リ
テ
ィ

シ
ズ
ム
に
求
め
、
戦
後
の
図
書
館
・
出
版
政
策
お
よ
び
女
子
教
育
と
の
関
係
を
論
じ
た
章
も
含
む
研
究
と
し
て
、
越
智
博
美
『
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
南
部
的
瞬
間

│
ア
メ
リ
カ
南
部
知
識
人
と
冷
戦
』15

＊

が
あ
る
。
戦
後
の
英
文
学
に
つ
い
て
は
、
大
道
千
穂
「
あ
る
び
よ
ん
・
く
ら
ぶ
再
評

価

│
『
あ
る
び
よ
ん

│
英
文
化
総
合
誌
』
か
ら
再
考
す
る
戦
後
日
本
の
英
文
学
」16

＊

が
あ
る
。
こ
れ
は
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
大
き
な
存

在
に
な
っ
て
い
く
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
し
て
連
合
王
国
の
文
化
の
意
義
づ
け
を
念
頭
に
お
い
た
雑
誌
『
あ
る
び
よ
ん
』（
一
九
四
九
年
発

刊
）
の
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
本
書
執
筆
者
で
あ
る
越
智
博
美
が
冷
戦
期
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
研
究
に
つ
い

て
、
齋
藤
一
が
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
資
金
提
供
を
受
け
て
い
た
文
化
自
由
会
議
（C

ongress for C
ultural Freedom

）
と
ヒ
ロ
シ
マ
に
つ
い
て
、
吉
原

ゆ
か
り
が
創
作
文
学
教
育
と
東
ア
ジ
ア
冷
戦
に
つ
い
て
論
じ
た
章
を
収
め
た
英
語
論
集A

sian E
nglish

17
＊

が
二
○
二
一
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

特
に
日
本
の
冷
戦
期
を
特
徴
づ
け
る
要
素
が
、
核
を
め
ぐ
る
言
説
で
あ
る
。
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
も
、
原
子
力
の
平
和
利
用
が
早
く
か

ら
提
唱
さ
れ
る
な
か
で
、
被
爆
の
記
憶
は
い
か
に
語
ら
れ
た
の
か
。
一
九
四
五
年
以
降
に
日
本
語
で
書
か
れ
た
「
原
爆
文
学
」
に
つ
い
て
は

数
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
英
語
圏
に
お
い
て
定
番
の
研
究
書
と
い
え
ばJohn W

hittier Treat, W
riting G

round Z
ero: Japanese 

L
iterature and the A

tom
ic B

om
b

18
＊

が
あ
り
、
原
民
喜
、
大
田
洋
子
、
峠
三
吉
、
大
江
健
三
郎
、
井
伏
鱒
二
、
林
京
子
、
小
田
実
と
い
っ
た
作

家
の
作
品
や
「
原
爆
文
学
」
に
関
す
る
論
争
が
英
語
圏
で
も
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ト
リ
ー
ト
の
著
作
は
二
○
一
◯
年
に
邦
訳
さ
れ
て
い
る
が19

＊

、
こ
の
翻
訳
に
関
わ
っ
た
研
究
者
も
在
籍
す
る
原
爆
文
学
研
究
会
が
主
体
に

な
っ
て
『〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』20

＊

が
出
版
さ
れ
た
。
齋
藤
一
は
、こ
の
事
典
に
「
英
米
文
学
者
と
核
時
代
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
の

事
典
に
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー
マ
ン
「
ア
メ
リ
カ
大
衆
文
学
と
核
の
神
話
」、
野
坂
昭
雄
「
核
Ｓ
Ｆ
と
核
批
評
」、
山
本
昭
宏
「
核
・
原
爆
を

歌
う
」
な
ど
ト
リ
ー
ト
の
研
究
に
は
欠
け
て
い
た
大
衆
文
化
に
つ
い
て
の
項
目
も
あ
る
。

韓
国
に
お
い
て
冷
戦
文
化
研
究
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、聖
公
会
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
が
残
し
た
数
々
の
業
績
で
あ
ろ
う
。聖

公
会
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
編
『
冷
戦
ア
ジ
ア
の
文
化
風
景
・
一

│
一
九
四
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
』21

＊

、
同
『
冷
戦
ア
ジ
ア
の
文
化
風

景
・
二

│
一
九
六
〇
年
代
〜
一
九
七
〇
年
代
』22

＊

、
ペ
ク
・
ウ
ォ
ン
ダ
ム
・
カ
ン
・
サ
ン
ヒ
ョ
ン
編
『
熱
戦
の
な
か
の
冷
戦
、
冷
戦
の
な
か

の
熱
戦

│
冷
戦
ア
ジ
ア
の
思
想
心
理
戦
』23

＊

は
そ
れ
ぞ
れ
、
同
研
究
所
が
数
年
の
ス
パ
ン
で
開
催
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
物
で
あ
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る
。
韓
国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
、
中
国
、
台
湾
、
香
港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
研
究
者
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
脱
植
民
地
化
や
近
代
国
民
国
家
の
形
成
が
冷
戦
構
造
の
中
で
進
み
、
映
画
、
大
衆
音
楽
、
文
学
、
青
年
文
化
な
ど
も
「
文
化
冷
戦
」

の
磁
場
の
な
か
に
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
出
た
前
二
著
が
総
括
的
な
報
告
で
あ
る
の
に
対
し
て
、二
〇
一
〇

年
代
後
半
に
出
た
三
つ
目
が
「
思
想
心
理
戦
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
の
も
、
そ
の
間
の
韓
国
の
冷
戦
文
化
研
究
が
、
大
規
模
か
つ
着
実

な
ア
ー
カ
イ
ブ
調
査
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
聖
公
会
大
の
成
果
物
に
触
発
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
も
の
と
し
て
、
仁
荷
大
韓
国
学
研
究
所
・
韓
国
映
像
資
料
院
共
同
国

際
学
術
会
議「
冷
戦
時
代「
自
由
ア
ジ
ア
」
の
文
化
／
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」24

＊

や
権ク

ォ
ン

ボ
ド
ゥ
レ
編
著『
ア
メ
リ
カ
と
ア
ジ
ア

│
一
九
五
〇

年
代
の
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
』25

＊

が
あ
る
。
前
者
は
戦
後
東
ア
ジ
ア
の
文
化
冷
戦
で
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
「
ア
ジ
ア
財
団
」
の
様
々
な
活
動

を
検
討
し
た
が
、
韓
国
の
国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
る
韓
国
映
像
資
料
院
が
直
接
企
画
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
着
実
な
ア
ー
カ
イ
ビ

ン
グ
の
基
礎
の
う
え
に
研
究
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
後
者
も
ま
た
大
型
の
外
部
資
金
を
得
て
、
北
米
な
ど
の
フ
ー
バ
ー
研
究

所
そ
の
他
で
大
規
模
な
ア
ー
カ
イ
ブ
調
査
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
初
期
の
結
果
物
で
あ
る
（
後
続
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
在
も
進

行
中
）。
こ
れ
ら
の
国
際
会
議
や
書
籍
の
刊
行
に
参
加
し
た
鄭

チ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ン

鍾
賢
、
李イ

・
ボ
ン
ボ
ム

奉
範
、
権
ボ
ド
ゥ
レ
、
サ
ン
ジ
ュ
ン
・
リ
ー
は
、
本
書
に
も
論
文

を
寄
稿
し
て
い
る
。

台
湾
の
場
合
、
東
西
冷
戦
と
国
共
内
戦
が
重
な
っ
て
い
た
た
め
、
冷
戦
期
の
文
芸
界
は
国
民
党
政
府
に
よ
る
反
共
文
芸
体
制
と
同
盟
国
ア

メ
リ
カ
に
よ
る
米
援
文
芸
体
制
と
い
う
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
二
重
の
体
制
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
研
究
も
二
つ
の
方
向
に
分

か
れ
る
。
反
共
文
芸
体
制
に
つ
い
て
は
、
林
果
顕
『「
中
華
文
化
復
興
運
動
推
進
委
員
会
」
の
研
究
（
一
九
六
六
〜
一
九
七
五
）』26

＊

や
封
徳
屛

『
国
民
党
の
文
芸
政
策
お
よ
び
そ
の
実
践
（
一
九
二
八
〜
一
九
八
一
）』27

＊

な
ど
が
、
国
民
党
政
府
に
よ
る
文
化
・
文
芸
政
策
の
制
定
過
程
や
文

学
へ
の
介
入
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
方
、
米
援
文
芸
体
制
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
す
で
に
言
及
が
あ
る
も
の
の
、
当

時
は
あ
く
ま
で
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
研
究
の
一
環
に
過
ぎ
ず
、
米
援
文
芸
体
制
そ
の
も
の
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

二
〇
〇
五
年
の
王
梅
香
の
修
士
論
文
『
荒
涼
た
る
歳
月
の
美
し
さ
／
ア
メ
リ
カ
の
力
？　

戦
後
米
援
文
化
と
五
、六
○
年
代
反
共
文
学
・
モ
ダ

ニ
ズ
ム
思
潮
の
発
展
と
の
関
係
』28

＊

以
降
で
あ
る
。
同
論
文
に
よ
り
、
米
国
広
報
・
文
化
交
流
局
（
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
主
導
に
よ
る
文
芸
出
版
・
翻
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序　文

訳
事
業
か
ら
、台
湾
大
学
外
文
系
（
外
国
語
文
学
科
）
を
舞
台
と
し
た
ニ
ュ
ー
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
受
容
と
『
文
学
雑
誌
』『
現
代
文
学
』
の

刊
行
、
さ
ら
に
ア
イ
オ
ワ
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（T

he International W
riting Program

：
Ｉ
Ｗ
Ｐ
）

に
至
る
ま
で
一
連
の
台
米
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
明
る
み
に
出
さ
れ
た
。
王
梅
香
は
さ
ら
に
一
〇
年
後
の
博
士
論
文
『
隠
蔽
さ
れ
た
権

力
：
米
援
文
芸
体
制
下
の
台
湾
・
香
港
文
学
（1950

〜1962

）』29
＊

で
、
研
究
範
囲
を
台
湾
か
ら
香
港
に
ま
で
広
げ
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
文
芸

作
品
の
翻
訳
事
業
を
通
し
て
政
治
権
力
を
広
範
な
地
域
に
浸
透
さ
せ
た
プ
ロ
セ
ス
を
描
い
た
。
こ
の
間
、
冷
戦
期
の
文
芸
研
究
は
盛
ん
に
な

り
、
単
徳
興
「
冷
戦
時
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
文
学
の
中
国
語
訳
：
今
日
世
界
出
版
社
の
文
学
翻
訳
と
文
化
政
治
」30

＊

、
お
よ
び
本
書
所
収
の

陳
建
忠
「
米
国
広
報
・
文
化
交
流
局 （
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
と
台
湾
文
学
史
の
書
き
換
え

│
ア
メ
リ
カ
援
助
体
制
下
の
台
湾
・
香
港
に
お
け
る
雑

誌
出
版
の
考
察
を
中
心
に
」31

＊

な
ど
が
、
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
雑
誌
・
翻
訳
出
版
事
業
の
詳
細
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
か
ら
一
三

年
ま
で
国
立
成
功
大
学
で
毎
年
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
と
し
て
『
現
代
の
媒
介
：
冷
戦
下
の
台
湾
・
香
港
文
芸
国
際
学
術

研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』32

＊

が
刊
行
さ
れ
、
文
学
か
ら
映
画
ま
で
、
台
湾
・
香
港
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
ま
で
、
多
様
な
角
度
か
ら
冷
戦
文
化

が
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
比
較
文
学
の
学
問
史
研
究
の
分
野
で
も
、
劉
羿
宏
が
修
士
論
文
『
台
湾
に
お
け
る
外
文
系
の
再

構
築
、
一
九
六
〇
年
代
〜
一
九
七
〇
年
』33

＊

で
米
援
の
影
響
を
台
湾
大
学
外
文
系
の
学
科
編
成
、
お
よ
び
語
学
・
文
学
教
育
の
レ
ベ
ル
で
考
察

し
た
。
ま
た
最
新
の
研
究
成
果
と
し
て
、
王
智
明
が
『
翻
訳
の
在
地
化

│
台
湾
に
お
け
る
外
国
文
学
研
究
百
年
の
軌
跡
』34

＊

で
、
二
〇
世
紀

初
頭
の
中
国
か
ら
二
一
世
紀
の
台
湾
ま
で
、
文
字
通
り
百
年
に
わ
た
る
外
国
文
学
受
容
の
流
れ
に
冷
戦
期
の
欧
米
文
学
の
受
容
を
位
置
付
け
、

台
湾
大
学
外
文
系
で
教
鞭
を
執
っ
た
夏
濟
安
・
侯
健
・
顏
元
叔
を
対
象
に
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
文
学
者
個
人
の
内
的
経
験
と
し
て
描
い

て
い
る
。
な
お
、
日
本
支
配
下
、
台
北
帝
国
大
学
に
お
け
る
比
較
文
学
の
制
度
化
に
関
し
て
は
、
橋
本
恭
子
『『
華
麗
島
文
学
史
』
と
そ
の
時

代

│
比
較
文
学
者
島
田
謹
二
の
台
湾
体
験
』35

＊

に
詳
し
い
。

英
語
圏
文
化
研
究
の
領
域
に
お
い
て
は
、
冷
戦
末
期
の
頃
か
ら
、
単
に
冷
戦
に
言
及
し
た
文
化
的
な
所
産
を
扱
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
む
し

ろ
、
た
と
え
ば
一
九
五
〇
年
代
の
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
と
い
う
文
化
イ
メ
ー
ジ
そ
れ
自
体
が
「
封
じ
込
め
」
の
文
化
で
あ
る
と
い
う
、
ア
ラ
ン
・

ネ
イ
デ
ル
『
封
じ
込
め
文
化

│
ア
メ
リ
カ
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
お
よ
び
原
子
時
代
』36

＊

、
ピ
ー
タ
ー
・
カ
ズ
ニ
ッ
ク 『
冷

戦
の
文
化
再
考
』37

＊

等
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
新
た
な
視
座
が
現
れ
た
。
ま
た
そ
れ
に
並
行
し
て
、
エ
レ
イ
ン
・
タ
イ
ラ
ー
・
メ
イ
『
家
路
に
つ
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く

│
冷
戦
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
家
族
』38

＊

、
ジ
ョ
ン
・
デ
ミ
リ
オ
『
性
の
政
治
、
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

│
一
九
四
〇
年
〜
一
九
七
〇

年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
創
成
』39

＊

な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に

お
い
て
も
一
定
の
規
範
が
そ
う
し
た
冷
戦
文
化
を
支
え
て
き
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。
そ
う
し
た
文
化
の
背
後
に
、
国
務
省
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
な

ど
の
国
家
機
関
や
、
民
間
の
財
団
な
ど
が
深
く
関
与
す
る
文
化
政
策
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
ア
ー
カ
イ
ブ
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ル
マ
ン
に
よ
る
『
リ
ベ
ラ
ル
な
陰
謀

│
文
化
自
由
会
議
と
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
心
理
戦
勝
利
の
た
め
の
闘
争
』40

＊

は
、
西

側
知
識
人
団
体
で
あ
る
文
化
自
由
会
議
と
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
関
わ
り
を
詳
ら
か
に
す
る
研
究
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
隠
密
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な

く
公
式
の
文
化
政
策
と
し
て
音
楽
、
ダ
ン
ス
、
映
画
、
文
学
（
研
究
）
と
い
っ
た
諸
分
野
が
い
か
に
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
重
視
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
実
証
的
な
研
究
も
多
数
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
展
開
を
足
場
に
し
な
が
ら
、
冷
戦
を
、
東
西
の
み
な
ら
ず

第
三
世
界
ま
で
も
巻
き
込
む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
渉
と
し
て
捉
え
る
研
究
潮
流
も
生
じ
て
い
る
。
マ
イ
ケ
ル
・
デ
ニ
ン
グ
『
三
つ
の
世
界
の
時

代
に
お
け
る
文
化
』41

＊

、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ハ
モ
ン
ド
『
グ
ロ
ー
バ
ル
冷
戦
文
学

│
東
西
お
よ
び
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
視
点
』42

＊

ら
が
代
表
的

だ
が
、
同
時
に
そ
う
し
た
眼
差
し
は
米
ソ
、
日
米
、
と
い
っ
た
二
国
間
に
限
ら
れ
た
研
究
か
ら
、
環
太
平
洋
、
東
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
圏
域
で

の
複
層
的
な
様
相
を
め
ぐ
る
研
究
に
も
繫
が
っ
て
い
る
。

３　

本
書
の
構
成

第
一
部
は
、
帝
国
時
代
か
ら
冷
戦
期
に
い
た
る
日
本
に
関
係
す
る
章
を
集
め
る
。

１
章 

、
越
智
博
美
「
新
し
い
女
性
に
捧
げ
る
『
赤
毛
の
ア
ン
』

│
村
岡
花
子
と
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
文
化
政
策
」
で
は
、
近
年
、
よ
う
や

く
光
が
当
た
り
始
め
た
村
岡
花
子
の
戦
時
協
力
に
注
目
す
る
。
彼
女
が
い
か
に
「
銃
後
」
文
化
の
構
築
に
み
ず
か
ら
の
文
章
で
関
わ
っ
て
い

た
か
、
そ
の
文
章
は
、
時
に
凄
ま
じ
い
ほ
ど
に
皇
国
の
女
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
く
。
し
か
し
、
戦
後
ま
も
な
く
村
岡
は
「
新
し
い
女
性
」

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
説
き
始
め
た
。
村
岡
の
銃
後
言
説
と
戦
後
の
言
説
を
、
生
活
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
、
と
り
わ
け
母
性
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
な
が
ら
そ
の
連
続
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
う
え
で
、村
岡
が
「
ア
ン
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
結
節
点
と
し
て
冷
戦
期
の
女
性
性
や
家
族
、家
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庭
の
再
構
築
に
関
与
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

２
章
、
金キ

ム
・
ジ
ヨ
ン

志
映
「
占
領
者
か
ら
親
し
い
「
隣
人
」
へ

│
冷
戦
期
の
日
米
親
善
と
庄
野
潤
三
『
ガ
ン
ビ
ア
滞
在
記
』
に
お
け
る
「
ア
メ
リ

カ
」」
は
、ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
支
援
を
受
け
て
一
九
五
七
年
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
庄
野
潤
三
の
ア
メ
リ
カ
体
験
並
び
に
そ
の
体
験

に
基
づ
く
『
ガ
ン
ビ
ア
滞
在
記
』（
一
九
五
九
年
）
に
表
れ
る
「
ア
メ
リ
カ
」
の
表
象
を
考
察
す
る
。
オ
ハ
イ
オ
州
の
小
さ
な
町
ガ
ン
ビ
ア
で

の
日
常
を
描
く
庄
野
の
滞
在
記
は
一
見
、
極
め
て
非
政
治
的
に
見
え
る
が
、
善
意
に
満
ち
た
親
し
い
「
隣
人
」
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
」
を
描

く
表
象
は
、
占
領
者
／
被
占
領
者
か
ら
冷
戦
下
の
同
盟
国
に
移
行
し
た
日
米
関
係
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

３
章
、
杉
本
章
吾
「
占
領
期
の
タ
ー
ザ
ン
漫
画
に
お
け
る
大
衆
的
想
像
力
の
所
在

│
ア
フ
リ
カ
・
原
子
力
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
」
は
、
タ
ー

ザ
ン
と
い
う
ア
メ
リ
カ
ン
・
ヒ
ー
ロ
ー
が
占
領
期
に
お
い
て
い
か
に
し
て
児
童
漫
画
に
受
容
さ
れ
、
そ
こ
に
い
か
な
る
大
衆
的
な
想
像
力
が

節
合
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
内
実
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
タ
ー
ザ
ン
漫
画
で
は
、
し
ば
し
ば
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
想
像

力
と
原
子
力
を
め
ぐ
る
大
衆
的
想
像
力
が
結
び
つ
く
な
か
で
、
文
明
と
野
蛮
の
弁
証
法
的
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
原
子

力
を
適
切
に
制
御
し
え
る
善
な
る
科
学
国
家
と
し
て
ア
メ
リ
カ
が
表
象
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
核
保
有
の
正
当
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

４
章
、
齋
藤
一
「
一
九
五
四
年
の
「
死
の
水
曜
日
」」
は
、
一
九
五
四
年
三
月
に
発
生
し
た
第
五
福
竜
丸
事
件
（「
ビ
キ
ニ
事
件
」）
に
抗
議

す
る
た
め
に
同
年
一
〇
月
に
出
版
さ
れ
た
現
代
詩
人
会
編
『
死
の
灰
詩
集
』
に
収
録
さ
れ
た
、
詩
人
・
翻
訳
家
の
堀
口
大
学
の
「
死
の
水
曜

日
」
と
い
う
詩
と
、
英
米
文
学
・
比
較
文
学
者
の
福
田
陸
太
郎
に
よ
る‘A

sh W
ednesday’

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
英
訳
に
注
目
し
、
特
に
こ
の

英
訳
が
ベ
ル
ギ
ー
で
の
国
際
会
議
や
詩
人
・
編
集
者
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ペ
ン
ダ
ー
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
の
理
由
と
意
義
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

５
章
、
西
田
桐
子
「
日
本
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
文
学
受
容
と
社
会
主
義

│
冷
戦
下
の
反
米
的
平
和
運
動
か
ら
第
三
世
界

へ
」
は
、
一
九
五
○
年
代
に
始
ま
り
、
一
九
六
○
年
代
に
飛
躍
的
な
進
展
を
遂
げ
た
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
文
学
の
日
本
に
お
け
る
本
格

的
な
受
容
に
着
目
す
る
。
木
島
始
と
橋
本
福
夫
に
よ
る
「
黒
人
文
学
」
受
容
と
社
会
主
義
の
関
係
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
冷
戦
が
日
本
に
お

け
る
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
文
学
受
容
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
冷
戦
下
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
国
際
的
な
平
和
運
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動
や
民
族
解
放
運
動
な
ど
の
種
々
の
抵
抗
運
動
と
共
鳴
す
る
形
で
、
黒
人
と
そ
の
文
学
に
対
す
る
日
本
人
の
関
心
は
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ

と
を
立
証
す
る
。

第
二
部
は
朝
鮮
半
島
冷
戦
文
化
を
め
ぐ
る
論
文
を
集
め
る
。

６
章
、金キ

ム
・
モ
ラ
ン

牡
蘭
「
デ
ア
ド
ラ
論
は
完
成
さ
れ
て
い
な
い

│
李
孝
石
の
「
緑
の
塔
」（
一
九
四
〇
年
）
に
お
け
る
失
敗
の
諸
相
」
は
、李イ

・
ヒ
ョ
ソ
ク

孝
石

（
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
英
文
学
専
攻
出
身
）
の
日
本
語
長
編
「
緑
の
塔
」
を
題
材
と
し
て
、一
九
四
○
年
の
朝
鮮
に
お
け
る
「
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
文
学
」（
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
文
学
）
の
意
味
内
容
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。「
英
語
青
年
」
英ヨ

ン
ミ
ン民

が
学
問
と
理
知
の
世
界
を

夢
見
な
が
ら
も
、
つ
い
に
そ
れ
に
到
達
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
植
民
地
期
朝
鮮
文
学
の
「
迂
回
的
な
抵
抗
」

を
示
す
記
号
と
し
て
解
釈
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
作
中
の
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
」
と
い
う
素
材
が
、
逆
に
そ
の
よ
う
な
抵
抗
の
放
棄
を
宣
言

し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

７
章
、鄭
鍾
賢
「
崔チ

ェ
・
ジ
ェ
ソ

載
瑞
の
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
」

│
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
表
象
を
通
じ
て
み
た
、
あ
る
親
日
エ
リ
ー
ト
の
解
放
前
後
」
は
、大

日
本
帝
国
時
代
の
親
日
エ
リ
ー
ト
崔
載
瑞
（
英
文
学
者
）
が
、
朝
鮮
半
島
の
日
本
か
ら
の
解
放
以
降
の
時
期
に
、
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

を
英
雄
化
し
て
描
い
た
評
伝
・
翻
訳
書
に
注
目
す
る
。
朝
鮮
半
島
の
支
配
者
が
大
日
本
帝
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
帝
国
に
交
代
、
大
日
本
帝
国
の

「
大
東
亜
」
は
自
由
と
民
主
主
義
の
言
説
と
結
合
し
て
冷
戦
期
東
ア
ジ
ア
「
自
由
陣
営
」
ブ
ロ
ッ
ク
に
変
形
す
る
。
そ
の
な
か
で
日
本
帝
国
臣

民
・
英
文
学
者
・
崔
載
瑞
は
、「
冷
戦
市
民
」
と
し
て
自
己
を
再
構
成
し
た
。

８
章
、
李
奉
範
「
冷
戦
と
援
助
の
力
学
、
韓
国
冷
戦
文
化
の
政
治
性
と
ア
ジ
ア
的
地
平
」
は
、
ア
メ
リ
カ
民
間
団
体
の
韓
国
文
化
団
体
援

助
と
、
韓
国
の
文
化
冷
戦
へ
の
参
入
の
政
治
性
に
注
目
、
一
九
六
〇
年
代
の
韓
国
の
冷
戦
文
化
と
学
術
の
動
向
、
特
徴
が
も
っ
と
も
顕
著
に

表
れ
て
い
る
団
体
と
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
機
関
で
あ
る
文
化
自
由
会
議
の
韓
国
本
部
と
、
高
麗
大
学
亜
細
亜
問
題
研
究
所
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の

二
団
体
は
冷
戦
文
化
を
持
続
的
に
生
産
、
国
内
外
に
伝
播
、
拡
散
さ
せ
、
イ
ン
タ
ー
ア
ジ
ア
な
冷
戦
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
交
流
と
連
帯

を
実
現
さ
せ
た
。

９
章
、
黄フ

ァ
ン
・
ホ
ド
ク

鎬
徳
「
白

ペ
ク
・
チ
ョ
ル

鉄
の
「
新

ニ
ュ
ー
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム

批
評
」
前
後
、
韓
国
現
代
文
学
批
評
理
論
の
冷
戦
的
様
相
」
は
、
冷
戦
下
の
自
由
民
主
主
義
陣
営
、
米

国
と
韓
国
の
文
壇
と
大
学
で
可
能
な
＝
許
さ
れ
た
文
学
理
論
と
は
何
か
を
問
い
続
け
た
、
白
鉄
（
ニ
ュ
ー
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
韓
国
へ
の
導
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入
者
）
を
取
り
上
げ
、
米
国
の
文
学
理
論
が
韓
国
に
「
援
助
」
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
れ
が
韓
国
の
民
主
主
義
や
市
民
社
会
の
発
展
に
ど
の
よ

う
に
貢
献
し
た
か
を
問
う
。
ニ
ュ
ー
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
共
産
主
義
攻
勢
に
対
す
る
防
波
堤
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、援
助
さ
れ
た
理
論
は
、援

助
を
受
け
る
側
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
読
ま
れ
、
異
な
っ
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

第
三
部
は
米
国
援
助
体
制
下
の
台
湾
に
お
け
る
文
芸
・
学
知
の
再
編
成
を
問
う
。
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
の
東
西
冷
戦
／
戒
厳
令
下
に
お

け
る
台
湾
・
香
港
で
は
、
米
国
広
報
・
文
化
交
流
局
に
代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
援
助
体
制
が
、
出
版
・
翻
訳
・
流
通
や
、
新
世
代
作
家
の

誕
生
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。

10
章
、
陳
建
忠
「「
米
国
広
報
・
文
化
交
流
局
」（
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
と
台
湾
文
学
史
の
書
き
換
え

│
ア
メ
リ
カ
援
助
体
制
下
の
台
湾
・
香
港

に
お
け
る
雑
誌
出
版
の
考
察
を
中
心
に
」
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
に
代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
援
助
体
制
に
よ
っ
て
香
港
お
よ
び
台
湾
で
出
版
さ
れ
た

雑
誌
や
書
籍
、
翻
訳
が
、
台
湾
大
学
外
文
系
に
学
ぶ
新
世
代
作
家
の
誕
生
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
た
点
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
欧
米

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
美
意
識
を
直
接
吸
収
し
、
戦
後
の
台
湾
文
学
に
新
た
な
領
域
を
切
り
開
い
た
新
世
代
作
家
と
ア
メ
リ
カ
文
芸
援
助
体
制
と
の

関
係
を
文
学
史
に
組
み
込
み
、
台
湾
文
学
史
を
い
か
に
書
き
換
え
る
か
、
と
い
う
点
を
課
題
と
し
て
考
察
す
る
。

11
章
、橋
本
恭
子
「
東
西
冷
戦
下
の
台
湾
に
お
け
る
「
中
国
派
」
比
較
文
学
の
誕
生

│
中
華
文
化
復
興
運
動
と
台
米
関
係
の
視
点
か
ら
」

は
、
台
湾
で
一
九
七
〇
年
代
に
誕
生
し
た
「
中
国
派
」
比
較
文
学
と
い
う
学
問
に
着
目
す
る
。
国
民
党
政
府
が
東
西
冷
戦
下
で
次
々
と
打
ち

出
し
た
文
化
政
策
に
は
、
中
国
文
化
の
発
揚
と
西
洋
文
化
と
の
融
合
と
い
う
、
ベ
ク
ト
ル
の
異
な
る
目
標
が
共
存
し
て
い
た
。
洋
の
東
西
に

跨
る
比
較
文
学
と
い
う
学
問
は
こ
の
よ
う
な
文
化
政
策
の
理
念
に
合
致
し
、
特
に
中
華
文
化
復
興
運
動
と
は
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
が
、
そ

れ
を
中
心
で
支
え
て
い
た
の
が
台
湾
大
学
外
文
系
の
英
米
文
学
者
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
中
華
民
国
と
ア
メ
リ
カ
と
い
う
二
局
的
な
視
点
か

ら
、「
中
国
派
」
比
較
文
学
が
誕
生
し
た
意
義
を
探
っ
て
い
く
。

第
四
部
は
、
イ
ン
タ
ー
ア
ジ
ア
な
展
開
を
見
せ
た
文
化
事
象
に
関
す
る
論
文
を
集
め
る
。

12
章
、
佐
野
正
人
「
東
ア
ジ
ア
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
最
近
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
再
考
の
流
れ
を
ふ
ま
え
、
西
洋
の
ハ
イ
・
カ

ル
チ
ャ
ー
（
文
学
、
絵
画
な
ど
）
が
主
流
と
さ
れ
、
他
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
副
次
的
・
派
生
的
・
模
倣
的
と
見
ら
れ
て
き
た

モ
ダ
ニ
ズ
ム
研
究
の
西
洋
中
心
主
義
を
見
直
す
た
め
に
、
一
九
三
○
年
代
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
の
、
韓
国
・
台
湾
・
香
港
・
日
本
の
歌
謡
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曲
・
大
衆
文
学
・
映
画
な
ど
の
大
衆
的
メ
デ
ィ
ア
を
取
り
上
げ
、
イ
ン
タ
ー
ア
ジ
ア
な
「
東
ア
ジ
ア
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の
あ
り
方
を
位
置
づ

け
直
す
。

13
章
、
権
ボ
ド
ゥ
レ
「
林
語
堂
、「
東
洋
」
と
「
知
恵
」
の
政
治
性

│
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
韓
国
に
お
け
る
林
語
堂
ブ
ー
ム
と
「
二
つ

の
中
国
」」
は
、
林
語
堂
と
そ
の
作
品
の
、
ト
ラ
ン
ス
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
／
イ
ン
タ
ー
ア
ジ
ア
な
移
動
の
文
化
政
治
に
注
目
す
る
。
一
九
三
○
年

代
か
ら
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
小
説
家
・
評
論
家
と
し
て
活
躍
し
た
林
語
堂
は
、
一
九
五
○
年
代
末
か
ら
六
○
年
代
に
か
け
て
韓
国
の

出
版
市
場
で
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
す
。
彼
の
ア
メ
リ
カ
・
韓
国
に
お
け
る
人
気
の
要
因
を
、
第
二
次
世
界
大
戦
及
び
戦
後
冷
戦
構
造
と
の
関

係
に
お
い
て
検
討
、
一
九
五
○
年
代
以
降
の
韓
国
に
お
け
る
林
語
堂
受
容
の
歴
史
的
文
脈
を
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
生
活
の
発
見
』
を
中
心
に

考
察
す
る
。

14
章
、
崔チ

ェ
・
ジ
ン
ソ
ク

珍
碩
「
近
代
／
中
国
／
女
性
、
一
九
四
〇
〜
六
〇
年
代
韓
国
の
中
国
認
識

│
韓
国
に
お
け
る
謝
冰
瑩
自
伝
の
受
容
史
を
中
心

に
」
は
、
言
語
・
国
境
・
一
九
四
五
年
を
跨
境
し
て
流
通
し
た
、
中
国
湖
南
省
出
身
の
台
湾
人
作
家
・
謝
冰
瑩
（
一
九
〇
六
〜
二
〇
〇
〇
）

の
自
伝
に
注
目
す
る
。
韓
国
に
お
け
る
謝
自
伝
受
容
史
の
背
後
に
、
植
民
地
世
代
韓
国
知
識
人
の
中
国
認
識
の
変
化
を
跡
づ
け
る
。
謝
は
、

一
九
四
〇
〜
六
〇
年
代
韓
国
で
、
脱
封
建
／
抗
日
／
反
共
の
旗
手
と
さ
れ
、「
自
由
」
世
界
と
し
て
の
台
湾
と
韓
国
の
連
帯
可
能
性
を
示
唆
す

る
存
在
と
さ
れ
た
が
、
一
九
六
○
年
代
後
半
に
な
る
と
韓
国
の
読
者
大
衆
の
あ
い
だ
で
忘
れ
去
ら
れ
た
名
前
と
な
っ
て
い
っ
た
。

15
章
、
サ
ン
ジ
ュ
ン
・
リ
ー
「
ア
ジ
ア
財
団
の
映
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
一
九
五
〇
年
代
ア
ジ
ア
の
文
化
冷
戦
」
は
、
一
九
五
四
年
に
「
ア

ジ
ア
財
団
」（T

he A
sia Foundation

：
Ｔ
Ａ
Ｆ
）
と
改
称
さ
れ
た
「
自
由
ア
ジ
ア
委
員
会
」（T

he C
om

m
ittee for a Free A

sia

：
Ｃ
Ｆ
Ａ
）

の
一
九
五
〇
年
代
の
映
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
起
源
を
歴
史
的
に
眺
望
す
る
。
米
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
（H

oover 

Institute

）
の
ア
ジ
ア
財
団
文
書
（A

sia Foundation Papers

）
と
イ
エ
ー
ル
大
学
の
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ル
ー
ム
文
書
（R

obert M
. B

lum
 

Papers

）、
そ
の
他
の
資
料
を
総
合
し
、
現
在
ま
で
よ
く
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
自
由
ア
ジ
ア
委
員
会
の
設
立
初
期
の
歴
史
や
活
動
、
自
体
内

で
の
製
作
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
組
織
と
の
協
力
を
含
め
た
初
期
映
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
議
論
す
る
。

16
章
、
南
隆
太
「
戒
厳
令
下
の
コ
ミ
ッ
ク
ス 

│
一
九
七
〇
年
代
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
『
新
し
い
社
会
』
と
国
語
／
文
学
」
は
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
・
テ
ク
ス
ト
を
中
心
と
し
て
英
語
文
学
の
空
間
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
間
の
移
動
が
も
た
ら
す
変
容
と
受
容
、
そ
の
背
景
に
あ
る
力
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学
を
検
討
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
若
者
の
文
学
離
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
刊
行
さ
れ
たC

lassics Illustrated

と
、
旧
宗
主
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
自
立
を
謳
い
な
が
ら
も
協
調
関
係
に
あ
っ
た
マ
ル
コ
ス
政
権
お
よ
び
戒
厳
令
下
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
そ
の
模
倣
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

Fam
ous C

lassics Illustrated

に
注
目
す
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
が
舞
台
か
ら
印
刷
物
へ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
経
由
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
へ
、
欧
米
の
高
級
文
化
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
土
着
・
大
衆
文
化
へ
移
動
す
る
さ
ま
と
、
冷
戦
期
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
反
共
文
化

政
策
と
マ
ル
コ
ス
政
権
下
の
文
化
・
教
育
政
策
と
の
連
動
を
調
査
研
究
し
た
。

17
章
、
吉
原
ゆ
か
り
「
一
九
四
五
年
を
跨
境
す
る
文
学
・
文
化
の
地
政
学

│
Ｎ
・
Ｖ
・
Ｍ
・
ゴ
ン
ザ
ー
レ
ス
の
環
太
平
洋
・
イ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
旅
程
」
は
、一
九
四
五
年
と
い
う
時
間
境
界
、太
平
洋
や
ア
ジ
ア
内
部
の
国
民
国
家
の
地
理
的
文
化
的
言
語
的
境
界
、
ヴ
ァ
ー
ナ
キ
ュ

ラ
ー
と
ア
メ
リ
カ
語
の
言
語
境
界
な
ど
、
複
数
の
境
界
線
を
跨
境
し
つ
つ
そ
れ
ら
を
問
題
化
し
た
作
家
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
語
に
よ
る
文
学

（
あ
る
い
は
そ
れ
に
翻
訳
可
能
な
文
学
）
を
も
っ
て
「
世
界
文
学
」
と
す
る
こ
と
へ
の
違
和
感
を
表
明
し
つ
づ
け
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
作
家
・
ゴ
ン

ザ
ー
レ
ス
の
経
歴
・
作
品
を
検
証
、
一
九
四
五
年
を
跨
境
す
る
文
学
・
文
化
の
地
政
学
を
問
う
。

18
章
、
渡
辺
直
紀
「
六
八
革
命
と
東
ア
ジ
ア

│
思
想
・
言
説
連
環
の
冷
戦
的
文
脈
」
で
は
、
一
九
六
八
年
に
全
世
界
を
席
巻
し
た
若
者

た
ち
の
闘
争
・
叛
乱
の
思
想
的
連
関
を
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
冷
戦
／
熱
戦
の
文
脈
を
詳
細
に
考
慮
し
な
が
ら
再
検
討
す
る
。
そ
の
運

動
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
東
と
パ
レ
ス
チ
ナ
、
中
国
な
ど
、
第
三
世
界
諸
国
で
の
紛
争
や
戦
争
、
社
会
変
動
を
受
け
て
、
フ

ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
、
日
本
な
ど
で
展
開
さ
れ
た
。
従
来
、
そ
の
思
想
連
環
は
、
こ
れ
ら
先
進
国
・
地
域
の
運
動
の
相
互
影
響
を
中
心
に
論

じ
ら
れ
た
が
、
本
章
で
は
そ
の
世
界
的
同
時
性
が
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
冷
戦
／
熱
戦
の
渦
中
に
進
ん
だ
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
て
、
連

関
の
構
造
を
再
検
証
す
る
。

こ
の
よ
う
に
本
書
の
射
程
は
、
一
九
四
五
年
以
前
と
以
降
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
の
、
断
絶
で
は
な
く
、
反
復
性
・
連
続
性
・
再
活
用

面
に
注
目
す
る
貫
戦
史
的
な
視
点
を
採
用
し
て
い
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
る
地
域
は
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
、
ビ
ル
マ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
に
跨
る
。
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
研
究
者
た
ち
が
、
ア
ジ
ア
文
化
・
文
学
研
究
を
横
断
し
、
交

差
さ
せ
立
体
化
さ
せ
る
本
書
に
よ
っ
て
、
文
学
・
文
化
の
政
治
学
・
地
政
学
の
新
領
域
を
提
示
し
た
と
い
え
る
。

本
書
の
執
筆
・
査
読
・
編
集
の
す
べ
て
の
段
階
で
、
筑
波
大
学
出
版
会
に
大
き
な
ご
助
力
・
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
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を
捧
げ
た
い
。

 

二
〇
二
四
年
三
月　

越
智
博
美
・
齋
藤
一
・
橋
本
恭
子
・
吉
原
ゆ
か
り
・
渡
辺
直
紀

〔
付
記
〕
本
書
１
章
・
４
章
・
６
章
・
12
章
・
16
章
・
17
章
・
18
章
は
、
日
本
学
術
振
興
会
基
盤
研
究 （
Ｂ
）「
一
九
四
五
年
を
跨
境
し
て

│

ア
ジ
ア
に
お
け
る
英
米
文
学
教
育
の
ジ
オ
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」（
代
表
・
吉
原
ゆ
か
り
）（
課
題
番
号16H

03392

）
の
成
果
で
あ
る
。

註

1 

岩
波
書
店
、
二
○
○
八
年
。

2 

岩
波
書
店
、
二
○
○
八
年
。

3 

明
石
書
店
、
二
○
○
九
年
。

4 

国
際
書
院
、
二
○
○
九
年
。

5 

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
。

6 

東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
一
二
年
。

7 

東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
一
五
年
。

8 

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
○
二
一
年
。

9 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
○
一
九
年
。

10 

勉
誠
出
版
、
二
○
二
二
年
。

11 

文
藝
春
秋
、
一
九
八
四
年
。
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12 

東
京
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
七
年
〜
一
九
九
五
年
。

13 

人
文
書
院
、
二
○
○
六
年
。

14 

研
究
社
、
一
九
九
九
年
。

15 

研
究
社
、
二
〇
一
二
年
。

16 
『
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
研
究
』
三
六
号
、
二
〇
一
九
年
、
七
九
〜
九
八
頁
。

17 
M

yles C
hilton, Steve C

lark and Yukari Yoshihara （eds.

）, A
sian E

nglish: H
isotories, Texts, Institutions （Palgrave, 2021

）.

18 
John W

hittier Treat, W
riting G

round Z
ero: Japanese L

iterature and the A
tom

ic B
om

b （U
niversity of C

hicago Press, 1995

）.

19 

ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ト
リ
ー
ト
『
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
を
書
く

│
日
本
文
学
と
原
爆
』
水
島
裕
雅
、
成
定
薫
、
野
坂
昭
雄
監
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、

二
◯
一
〇
年
。

20 

川
口
隆
行
編
著
、
青
弓
社
、
二
○
一
七
年
。

21 

성
공
회
대
동
아
시
아
연
구
소
『
냉
전
아
시
아
의 

문
화
풍
경
（
１
）
１
９
４
０
〜
１
９
５
０
년
대
』
현
실
문
화
、
二
〇
〇
八
年
。

22 

성
공
회
대
동
아
시
아
연
구
소
『
냉
전
아
시
아
의 

문
화
풍
경
（
２
）
１
９
６
０
〜
１
９
７
０
년
대
』
현
실
문
화
、
二
〇
〇
九
年
。

23 

백
원
담
・
강
성
현
『
열
전
　
속
　
냉
전
、
냉
전
　
속
　
열
전

│
냉
전
아
시
아
의　

사
상
심
리
전
』
진
인
진
、
二
〇
一
七
年
。

24 

인
하
대
한
국
학
연
구
소
・
한
국
영
상
자
료
원
「
냉
전
시
대 

「
자
유
아
시
아
」
의 

문
화
／
미
디
어
네
트
워
크
」（
二
〇
一
七
年
六
月
二
九
日
・
三
〇

日
開
催
／
資
料
集
の
み
で
単
行
本
の
刊
行
は
な
し
）。

25 

권
보
드
래
편
『
미
국
과 

아
시
아

│
１
９
５
０
년
대 
세
계
성
의 

심
상
지
리
』
아
연
출
판
부
、
二
〇
一
八
年
。

26 

『「
中
華
文
化
復
興
運
動
推
行
委
員
會
」
之
研
究
（
一
九
六
六
〜
一
九
七
五
）』
国
立
政
治
大
学
修
士
論
文
、
二
〇
〇
一
年
。

27 

『
國
民
党
文
藝
政
策
及
其
實
踐
（
一
九
二
八
〜
一
九
八
一
）』
淡
江
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
〇
九
年
。

28 

『
肅
殺
歲
月
的
美
麗
／
美
力
？　

戰
後
美
援
文
化
與
五
、六
○
年
代
反
共
文
學
、
現
代
主
義
思
潮
發
展
之
關
係
』
国
立
成
功
大
学
修
士
論
文
、
二

◯
◯
五
年
。

29 

『
隱
蔽
權
力
：
美
援
文
藝
體
制
下
的
台
港
文
學
（1950-1962

）』
国
立
清
華
大
学
博
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